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06/11/30

ミニ学習会レジュメその２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小泉親昂

「市民と議会・市長（行政）との関係を考えるその２」　　

１　鎌倉市議会はどう運営されているのか

　　

　①　市議会の議決事項はどうなっているか

②　本会議・委員会の関係は

③　請願・陳情はどう審査されているか

　　採択された請願陳情の処理状況の報告はどうなっているか

２　市長の権限と執行の関係は

　①　市長の権限とは
　　　自治法上の規定　（第１４９条）

　②　執行機関の義務　（第１３８条の２）　　　　　　　　　　　

　③　内部組織の設置と事務権限の移譲

　　・　法第１５８条の規定により部課設置条例により組織を設置

　　・　それぞれの部課の仕事は鎌倉市事務分掌条例を受けて、事務分掌規則で定めている
　　・　市長の権限に属する事務は、すべて市長が決裁することは出来ないので鎌倉市事務決裁規程で定めている。

３　委員会・委員・附属機関について（第１３８条の４）
　①　委員会・委員は法によって定められている

　②　附属機関は法・政令・条例により設置されている

４　地方自治法上の市長（行政）・議会の役割と関係の主な条文

　①　市長（行政）関係

　　・　執行機関の義務（第１３６条の２）

　　・　執行機関の組織の原則（第１３６条の３）

　　・　委員会・委員及び附属機関の設置（第１３６条の４）
・　長の統括代表権（第１４７条）

　　・　事務の管理及び執行権（第１４８条）

　　・　担任事務（第１４９条）

　　・　長の事務の委任及び臨時代理（第１５３条）

　　・　行政機関の設置（第１５６条）

　　・　内部機関の設置（第１５８条）

　　・　組織等に関する長の総合調整権（第１８０条の４）

　②　議会関係
　　・　議決事件（第９６条）

　　・　検査及び監査の請求（第９８条）

　　・　意見書の提出（第９９条）

　　・　調査権・刊行物の送付・図書室の設置等（第１００条）

　　・　常任委員会（１０９条）
　　・　議会運営委員会（第１０９条の２）

　　・　特別委員会（第１１０条）

　　・　議員の議案提出権（第１１２条）

　　
